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そ
の
担
い
手
に
日
本
留
学
経
験
者
が
多

く
、
日
本
か
ら
の
思
想
的
、
理
論
的
影

響
な
し
に
は
成
り
立
た
な
か
っ
た
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
李
大
釗
、

毛
沢
東
、
周
恩
来
ら
中
国
の
マ
ル
ク
ス

主
義
や
中
国
共
産
党
の
発
展
と
中
華
人

民
共
和
国
の
成
立
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
た
革
命
家
、
知
識
人
の
多
く
が
、

河
上
の
著
作
に
学
ん
で
い
た
。
中
国
古

典
に
由
来
す
る
伝
統
思
想
を
基
盤
に
し

て
、
近
代
西
洋
の
経
済
学
を
学
び
な
が

ら
ラ
ス
キ
ン
や
マ
ル
ク
ス
の
資
本
主
義

批
判
を
模
索
し
つ
つ
受
容
し
、
マ
ル
ク

ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
活
路
を
見
い
だ

す
と
い
う
河
上
の
思
想
的
営
為
は
、
同

時
代
の
中
国
で
大
い
な
る
共
感
を
得
た

と
私
は
考
え
て
い
る
。

日
中
戦
争
下
に
東
京

帝
国
大
学
に
留
学
し
て

大
学
院
ま
で
進
み
、
大

河
内
一
男
の
下
で
経
済

学
を
学
ん
だ
朱
紹
文

（
一
九
一
五
〜
二
〇
一

一
年
）
は
、
当
時
の
日

本
の
思
想
統
制
の
水
面

下
で
マ
ル
ク
ス
経
済

学
に
も
接
し
た
が
、

主
に
フ
リ
ー
ド
リ
ッ

ヒ
・
リ
ス
ト
の
国
民

経
済
学
を
中
国
に
応

用
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
た
。
常
に
学
的

信
念
を
貫
こ
う
と
し

た
朱
紹
文
は
、
留
学

中
に
は
日
本
の
憲
兵

隊
の
拷
問
を
受
け
、
帰
国
後
は
上
海
で

国
民
党
に
囚
わ
れ
、
中
華
人
民
共
和
国

成
立
後
に
は
共
産
党
に
よ
っ
て
長
ら
く

弾
圧
さ
れ
た
。
後
に
朱
紹
文
は
、
中
体

西
用
論
す
な
わ
ち
中
国
の
伝
統
を
基
礎

に
西
洋
の
知
識
や
技
術
を
取
り
入
れ
る

と
い
う
考
え
方
を
批
判
し
、
人
類
普
遍

の
学
問
を
追
究
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

（
『
あ
の
こ
ろ
の
日
本
』
日
本
僑
報
社
、

二
〇
〇
三
年
、
三
〇

‒

三
一
頁
）

石
川
禎
浩
は
「
一
九
世
紀
後
半
か
ら

の
社
会
主
義
革
命
運
動
と
は
、
革
命
を

行
う
以
前
に
あ
ら
か
じ
め

研
究
さ
れ
、
そ
の
研
究
に

基
づ
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

策
定
さ
れ
、
そ
れ
に
依
拠

し
て
発
動
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
」（
『
中
国
共
産
党

成
立
史
』
岩
波
書
店
、
二

〇
〇
一
年
、
二
二
頁
）
と

論
じ
た
。
一
九
五
〇
年
代

の
中
華
人
民
共
和
国
に
お
い
て
、
社
会

主
義
化
に
関
す
る
経
済
政
策
論
争
に
は
、

マ
ル
ク
ス
経
済
学
を
基
軸
と
し
な
い
経

済
学
者
も
参
画
し
て
い
た
。
だ
が
中
華

人
民
共
和
国
に
お
い
て
一
九
五
〇
年
代

後
半
に
は
、
研
究
に
基
づ
く
「
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
政
治
に
取
っ
て
替
わ
ら
れ

た
と
い
え
る
。
二
〇
世
紀
前
半
に
日
本

な
ど
当
時
の
先
進
国
か
ら
近
代
的
思

想
・
学
問
を
学
ん
だ
中
国
の
知
識
人
の

思
潮
は
、
そ
も
そ
も
多
様
な
も
の
だ
っ

た
は
ず
で
あ
る
。「
中
体
西
用
」
と
い
う

中
国
の
限
界
を
超
越
し
よ
う
と
し
た
知

識
人
や
、
マ
ル
ク
ス
＝
レ
ー
ニ
ン
主
義

以
外
の
観
点
か
ら
中
国
経
済
を
見
て
い

た
経
済
学
者
に
今
後
は
着
目
し
た
い
。

私
は
修
士
課
程
進
学
以
来
、
経
済
思

想
史
の
分
野
で
研
究
を
行
っ
て
き
た
。

大
学
院
で
研
究
テ
ー
マ
に
選
ん
だ
の
が

河
上
肇
で
あ
る
。
河
上
肇
（
一
八
七
九

〜
一
九
四
六
年
）
は
、
現
在
の
山
口
県

岩
国
市
に
生
ま
れ
、
山
口
高
等
学
校
を

卒
業
後
一
八
九
八
年
に
東
京
帝
国
大
学

法
科
大
学
に
進
学
し
、
新
聞
記
者
な
ど

を
経
て
京
都
帝
国
大
学
で
一
九
二
八
年

ま
で
約
二
〇
年
に
わ
た
っ
て
教
鞭
を

執
っ
た
経
済
学
者
で
あ
る
。
河
上
は
、

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
英
国
留
学
に

よ
っ
て
先
進
国
に
お
け
る
貧
困
の
存
在

に
着
目
し
一
九
一
七
年
に
『
貧
乏
物
語
』

を
刊
行
す
る
と
、
資
本
主
義
に
対
す
る

批
判
の
潮
流
を
人
道
主
義
と
社
会
主
義

に
見
出
し
た
が
、
ロ
シ
ア
革
命
と
い
う

世
界
史
的
事
件
も
背
景
に
あ
り
、
マ
ル

ク
ス
主
義
の
研
究
に
進
ん
で
い
っ
た
。

河
上
は
日
本
に
お
け
る
先
駆
的
な
マ
ル

ク
ス
経
済
学
者
と
な
っ
た
が
、
そ
の
影

響
は
中
国
に
ま
で
及
ん
で
い
た
。
一
海

知
義
の
先
行
研
究
に
よ
り
河
上
の
中
国

へ
の
影
響
力
の
大
き
さ
を
知
る
と
、
博

士
課
程
で
河
上
の
中
国
へ
の
影
響
を
研

究
テ
ー
マ
に
選
び
、
そ
の
後
、
現
在
に

至
る
ま
で
近
現
代
の
日
本
と
中
国
の
経

済
思
想
、
そ
し
て
そ
の
交
流
史
が
私
の

主
た
る
関
心
分
野
と
な
っ
た
。

日
清
戦
争
以
後
、
中
国
か
ら
日
本
へ

と
い
う
文
明
の
流
れ
は
逆
転
し
、
中
国

が
日
本
に
近
代
化
を
学
ぶ
と
い
う
動
き

が
始
ま
っ
た
が
、
河
上
の
学
問
の
中
国

へ
の
影
響
も
そ
の
流
れ
の
中
に
あ
る
。

中
国
に
お
け
る
初
期
の
社
会
主
義
・
マ

ル
ク
ス
主
義
研
究
や
共
産
主
義
運
動
は
、

日本と中国の日本と中国の
近現代経済思想近現代経済思想
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